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検討の視点

○ 保育内容や保育環境等については、その維持・向上を不断に図ることが必要であり、科学的・
実証的な調査・研究により継続的な検証を行っていく仕組みをどのように構築していくか。

○ 国の定める最低基準のあり方について、全国どこでも最低限の保育の質を保障した上で、
利用者の意見や地域性、地方公共団体やサービス提供者の創意工夫を発揮できるようにするに
はどうすればよいか。

○ 一人ひとりの子どものニーズなどに応えるためには、人員配置（小集団化など）や専門職の
配置などの保育所職員の配置基準は、どのようにあるべきか。

○ 個々の保育内容を真に充実するために、保育士の養成や研修等をどのように行っていくべき
か。

○ 子どもと保護者の継続的な関係を形成するための保育士の安定的な労働条件の整備・改善
を、どのように図っていくか。

○ 保育の質を支えるための都道府県の監査や第三者評価は、どのようなものであるべきか。

※ 次回の課題
○ 保育サービスの「質」を考えるに際しては、認可保育所を基本としつつ、その他の認可保育所以外の多様なサービス
を視野に入れ、地域のすべての子どもの健やかな育ちを支援するため、保育サービス全体を念頭においた「質」の向上
についてどのように考えるか。
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参考資料

１．保育を支える仕組み
・ 保育内容
・ 保育環境
・ 職員
・ 監査、評価

２．最近の保育所利用の家庭状況の傾向
・ 核家族世帯の増加
・ 家庭の教育力の低下
・ 子育ての孤立化と負担感の増加
・ 保育所における障害児の増加
・ ひとり親家庭の増加

３．保育の質を向上させるために課題となる事項

（１） 保育の質の向上のための取組について
・ 保育所保育指針の改定
・ 「保育所における質の向上のためのアクションプログラム」の推進
・ 保育所の施設基準に関する最低基準の見直し
・ 保育士の確保方策の推進

（２） 保育の質の向上のための今後の主な論点について
・ 子どもの年齢に対応した保育士の配置基準の見直し
・ 保育士の処遇の改善
・ 科学的・実証的な調査・研究により継続的な検証を行っていく仕組みの導入
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保育の質を支える仕組み保育の質を支える仕組み

保育環境保育環境

職員職員

保育内容保育内容

○○ 児童福祉施設最低基準児童福祉施設最低基準
（職員配置、施設設備等）（職員配置、施設設備等）

○○ 保育士資格保育士資格
（指定保育士養成施設（２年以上）の卒業又は国家試験合格）（指定保育士養成施設（２年以上）の卒業又は国家試験合格）

○○ 保育士の研修保育士の研修

監査、評価監査、評価
○○ 都道府県による監査都道府県による監査

○○ 第三者評価（保育内容・方法、保育所の運営管理等）第三者評価（保育内容・方法、保育所の運営管理等）

○○ 保育所保育指針（ガイドライン）保育所保育指針（ガイドライン）
（保育の目標、ねらい・内容、保育計画、健康・安全等）（保育の目標、ねらい・内容、保育計画、健康・安全等）
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核家族世帯の増加（家庭環境の変化）核家族世帯の増加（家庭環境の変化）

○ 児童のいる世帯に占める核家族世帯の割合が増える一方、子育て経験を持つ祖父祖母と共に
暮らす三世代世帯の割合が減少している。

（資料出所）国民生活基礎調査
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全くそのとおりだと思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまりそうは思わない 全くそうは思わない わからない・無回答

（資料出所） 「家庭の教育力再生に関する調査研究」（平成13年度)

○ 平成18年度の調査によると、約８割の親が家庭の教育力が低下していると実感してお
り、５年前の調査と比べると、その割合は増えている。

「家庭の教育力低下」に関する見解

平成13年度調査

（資料出所） 「家庭の教育力再生に関する調査研究」（平成18年度)
国立教育政策研究所HPより

平成18年度調査

家庭の教育力の低下家庭の教育力の低下
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（資料出所）平成17年度児童生徒の食生活等実態調査
独立行政法人日本スポーツ振興センター

（参考）（参考）児童生徒の朝食欠食状況児童生徒の朝食欠食状況等（家庭の教育力の低下）等（家庭の教育力の低下）

○○ 小学校では、約小学校では、約5050％の児童が％の児童が2222時までに寝ている時までに寝ている
一方で、一方で、2525％以上が％以上が2222時時3131分以降に寝ている。分以降に寝ている。

○○ 中学校では、中学校では、2323時時11分以降に寝る生徒が分以降に寝る生徒が5050％以上を％以上を
占める。占める。

○○ 朝食を「ほとんど食べない」と答えたのは、朝食を「ほとんど食べない」と答えたのは、
小学校全体で小学校全体で3.53.5％、中学校全体で％、中学校全体で5.25.2％であった。％であった。

○○ 朝食を食べない理由として、「朝食が用意されて朝食を食べない理由として、「朝食が用意されて
いない」が３番目に多い理由としてあげられている。いない」が３番目に多い理由としてあげられている。
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資料：財団法人こども未来財団「子育て中の母親の外出時等に関する
アンケート調査結果」（2004年）
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資料:㈱UFＪ総合研究所「子育て支援策等に関する調査研究」（
厚生労働省委託）（2003年）
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○ 地域のつながりが希薄化するとともに、長時間労働等により父親の育児参加が十分に得られない中、
子育てが孤立化し、負担感が大きくなっている。

子育ての孤立化と負担感の増加（子育て環境の変化）子育ての孤立化と負担感の増加（子育て環境の変化）
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半数以上は、自分の他には
子どもを叱ってくれる存在がない


